
 
 

 今、新型コロナウイルスに世界中の人たちが

苦しんでいます。毎日のように感染者数が報道

され、この数か月を振り返ると、「緊急事態宣

言」「医療崩壊」「経済活動の自粛」「ステイ

ホーム」などのことばが国内を駆け巡りまし

た。豊玉高校も臨時休業になりました。その後

学校は再開したものの、県高総体をはじめとす

る多くの行事が中止や延期になりました。しか

し、社会が危機的状況にあっても、難局に立ち

向かった人たちも多くいました。例えば、都市

部における飲食店の「テイクアウト」は今まで

の出前とは違い、より多くの店と客とそれを運

ぶ人たちがアプリを通してつながって、変化を

とげました。また、医療用の使い捨てガウンの

製造には、休業中の航空会社の社員をはじめ、

多くの人々が参加しました。このように、これ

まであまり見られなかった仕組みやサービスは

「つながる」ことを通して生まれました。そし

て、この背景には、社会の現状を何とかしたい

という切迫した思いと同時に、この世の中に役

に立ちたいという信念もあったと考えられま

す。 

 脳神経外科医の林成之氏は自らの著書の中

で、脳がもつ本能について解説しています。そ

れによると、脳には「生きたい」「知りたい」

「仲間になりたい」という３つの本能があり、

その内の「生きたい」「仲間になりたい」とい

う本能により、「世のなかに貢献しながら、安

定して生きる」ことを脳が求めるのだそうで

す。人とつながり世の中に貢献する行いは、脳

科学的に裏打ちされている行動であると考えら

れます。 

 現在、豊玉高校は「関わる力、日本一」をス

ローガンに掲げ、地域とのつながりを深める学

びを進めています。例えば、今年度の１学年が

取組んでいるのは「舟グロー」です。これはか

つて途絶えた和多都美神社の奉納行事です。２

学年も対馬の産業に注目して、商品開発などに

取り組んでいます。これらの地域学習は地域の

方々による献身的な支援で成り立っています。

実に感謝の思いでいっぱいです。地域を学ぶこ

との根幹は、地域の人とつながり、その思いに

ふれることにあります。生徒のみなさんはその

ことを心に刻んで、豊玉高校でしかできないこ

の学びを大切にしてほしいです。そして、「つ

ながり、貢献する」とい

う、人間に本来備わって

いる力を発揮して、自分

の将来を見つめてもらう

よう願っています。   
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６月２０日（土）絶好の草抜き日和の

中、保護者の皆様、支援会議の皆様ご協力

有難うございました。 

学年対抗戦では、1年生が優勝しまし

た。次回は１０月１０日（土）を予定して

おります。奮ってご参加ください。 



 

  本年度、新型コロナウィルス感染拡大防

止のため高総体は中止となり、その代皆試

合として、対馬市では3校対抗戦が行われ

ました。 

島内企業説明会の様子   

≪お知らせ≫ 期末考査が7月2日(木)～7日(火)の4日間 

の日程で行われます。今年度初めての定期考査です。 
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 https://www2.news.ed.jp/section/toyotama-h/ 

担当 佐藤 
6月13日(土)に鶏知の美津島

文化会館で島内企業説明会が開

催され、12社の島内企業が参

加しました。 

新型コロナの影響もあり、い

つもとは違う形での実施でした

が、生徒達は真剣に話を聞き、

自分の将来について考えを深め

ていました。 

３校対抗戦の様子 ６月６日(土)、７日(日)  


